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玉城町高齢化率（平成24年９月末日現在）
22.5％（65歳以上人口3,500人）

たまきの元気人・・・南勢ワークセンターわくわくジャムのみなさん

　
今
回
は
、美
味
し
い
ジ
ャ
ム
を
み
な
さ
ん
に

届
け
て
い
る
南
勢
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の『
わ
く

わ
く
ジ
ャ
ム
』を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
わ
く
わ
く
ジ
ャ
ム
は
、11
年
前
に
障
が
い
者
の

就
労
支
援
の
事
業
と
し
て
、宮
古
に
あ
る
南
勢

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
誕
生
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、作
業
に
あ
た
る
利
用
者
が
4
名
と

職
員
2
名
で
ジ
ャ
ム
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
季
節
毎
の
食
材
を
仕
込
か
ら
ビ
ン
詰
め
、ラ
ベ

ル
貼
り
ま
で
自
分
た
ち
の
手
で
丁
寧
に
仕
上
げ

て
い
ま
す
。

　
体
に
優
し
い
ジ
ャ
ム
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

無
添
加
の
素
材
を
生
か
し
、甘
さ
控
え
め
で

果
物
本
来
の
甘
み
が
味
わ
え
る
よ
う
丹
精
込
め
て

作
っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
は
、店
頭
販
売
も

行
っ
て
お
り
、利
用
者
の
方
々
が
大
き
な
声
と

笑
顔
で
接
客
に
も
あ
た
っ
て
み
え
ま
す
。

　「
美
味
し
か
っ
た
よ
」の
一
言
が
、み
な
さ
ん
の

喜
び
と
仕
事
へ
の
意
欲
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　　
購
入
は
、南
勢
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
施
設
窓
口
、

も
し
く
は
、電
話
5
8‐0
1
0
1
、F
A
X
5
8‐6
7
4
2
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://www.wakuwaku-jam.com

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
美
味
し
い
一
瓶
を
あ
な
た
も
味
わ
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

み
ん
な
に「
美
味
し
い
」と

言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が

嬉
し
い
で
す

笑
顔

喜
び

う
で

も
し

ホ
ー

で
受

く
だ



全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
み
え
開
催
　
報
告

【
玉
城
町
虹
の
会
　
代
表
　
岩
本
秀
子
氏
】

　
虹
の
会
活
動
は
来
年
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
初
心
に
帰
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
実
体
を
学
び
た
く
5
名
参
加
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
『
三
重
か
ら
み
え
る
未
来
の
絆
』
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
鈴
木
知
事
を
交
え
て
の
ト

ー
ク
で
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
東
日
本
大
震
災
で
九
死
に
一
生

を
得
た
方
黒
田
様
か
ら
は
、ま
ず
現
場
を
見
よ
、

人
間
を
観
る
力
、
聞
く
力
が
深
ま
る
。顔
を
合

わ
せ
、
手
を
握
り
寄
り
添
え
ば
、
幸
せ
感
や
共

に
生
き
る
力
が
湧
い
て
く
る
。と
輝
く
笑
顔
で

語
ら
れ
ま
し
た
。

　
2
日
目
に
参
加
し
た
分
科
会「
美
し
国
お
こ

し
三
重
」
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
下
請
け
で

な
く
、
協
創
、
協
働
で
共
に
新
た
な
喜
び
を
創

り
出
そ
う
と「
縁
博
み
え 

2
0
1
4
」を
掲
げ

て
い
ま
し
た
。

　
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
、
た
っ
た
一
人
の
パ
ー
ト

ナ
ー
で
も
手
を
繋
ぎ
、夢
に
向
か
っ
て
歩
け
ば
き
っ

と
輪
が
広
が
っ
て
い
く
と
、力
強
い
発
表
で
し
た
。

　
実
り
多
い
大
会
で
、
嵐
の
中
に
も
美
し
い
虹

の
か
け
橋
を
夢
見
な
が
ら
一
同
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
玉
城
町
防
災・災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
片
出
壽
哉
氏
】

　
9
月
29
、
30
日
の
両
日
行
わ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
、
私
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
経
験
者
と
し
て
、
ま
た
今
後
の
活
動
の
参
考

に
し
た
い
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。

　
30
日
の
分
科
会
に
お
い
て
は
「
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
」
に
つ
い
て
講
師
の

講
演
及
び
熊
野
市
、
紀
宝
町
、
新
宮
市
の
担
当

者
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち
上

げ
時
の
実
況
や
残
さ
れ
た
問
題
点
に
つ
い
て

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
地
域
の

つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
力
説
し
て
い
ま
し
た
。

　
台
風
17
号
の
接
近
に
よ
り
、一
部
繰
り
上
げ
て

終
了
し
ま
し
た
が
、良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
社
会
に
は
、震
災
や
豪
雨

災
害
な
ど
様
々
な
課

題
が
あ
り
、
そ
の
解

決
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
不
可
欠
で

す
。

　
私
も
微
力
な
が
ら
、

未
来
へ
つ
な
ぐ
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
可
能
な

限
り
、活
動
を
継
続
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
よ
う
に
、

活
動
者
の
方
の
生
の
声
を
聞
い
て
い
た
だ
く

機
会
を
計
画
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
講
師
は
、尾
鷲
市
で
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
た
め
の
支
援
を
さ

れ
て
い
る
特
定
非
営

利
活
動
法
人
あ
い
あ

い
代
表
　
湯
浅
し
お

り
さ
ん
に
お
越
し
い

た
だ
き
ま
す
。

　
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
だ

け
で
な
く
人
々
の
助
け
合
い

に
よ
っ
て
、
人
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
勉
強
会
で
す
。

　
関
心
の
あ
る
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　◆
日
時
　
11
月
18
日（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
内
容
　
あ
い
あ
い
の
活
動
報
告

　
講
師
：
特
定
非
営
利
活
動
法
人
あ
い
あ
い

　
　
　
　
代
表
　
湯
浅
し
お
り
氏

◆
場
所
　
玉
城
町
保
健
福
祉
会
館 

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

　
私
た
ち
が
、
あ
の
震
災
か
ら
あ
ら
た
め
て
感

じ
た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
、
地
域

で
の
課
題
の
緩
和
、
解
決
を
目
指
し
、
誰
も
が

住
み
よ
い
社
会
を
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
あ
な
た
も
自
分
の
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
・
・
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
。

ふ
く
し
を
支
え
る
勉
強
会

「
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
み
え
」に
参
加
し
て

　
大
型
台
風
17
号
が
近
づ
く
中
、２
０
０
０
人

近
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
関
係
者
が
全
国
か
ら

三
重
に
集
い
、先
駆
的
な
活
動
事
例
発
表
や
情

報
交
換
、、ま
た
相
互
交
流
も
図
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
、

『
三
重
か
ら
み
え
る
　
未
来
の
絆
』

　
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
を
う
け
、
再
確
認
さ
れ

た
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
が
コ
ン
セ
プ

ト
に
な
っ
て
お
り
、
単
な
る
災
害
に
対
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
だ
け
で
な
く
、子
供
・
高
齢
者
問
題
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
、
就
労
問
題
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
課
題
か
ら
、

・
福
祉
関
係

・
ま
ち
づ
く
り

・
災
害

・
文
化
・
国
際

・
若
者

以
上
、
5
つ
の
部
会
を

設
け
、
ま
た
更
に
30
の

分
科
会
が
企
画
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
み
ん
な
で
一
緒
に
考
え
、
話
し
合
い
、
共
有

す
る
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
英
気
を
養
う

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
か
ら
三
重
に

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
結

平
成
24
年
9
月
29
日（
土
）〜
30
日（
日
）

絆
続

さだけ合
い

湯浅 しおり氏



 『福祉の標語』応募用紙 
氏  名 住  所 電  話 

   

標 語 
 

標語への

思い 

（標語をつくるにあたっての思い、きっかけ等） 

※標語は、広報などで使用することがあります。記載された個人情報は、適正に管理し、

「福祉の標語募集」に関係する連絡のためのみに利用します。  
 

 『福祉の標語』募集
テ ー マ

募集対象：高校生以上（但し、町内在住・在勤者）。応募作品は、本人が創作した未発表のものに限ります。
応募方法：所定の場所に応募箱を設置しますので、応募用紙にて受付けます。
　　　　　その他に、ハガキ・FAX・メールにても受付けます。
募集期間：平成24年11月1日㈭～平成24年12月20日㈭
　　　　　厳正な審査のうえ優秀作品を決定します。
　　　　　入賞者には、平成25年2月11日（祝・月）の大会内で表彰いたします。（記念品進呈）
★募集箱設置場所（町内７か所）
　玉城町社会福祉協議会（玉城町保健福祉会館）・玉城町役場・アスピア玉城・中央公民館・玉城病院・グッディ・Ａコープ

開催時間　１０：００～１４：００予定（雨天決行）
内　　容　・社会福祉功労者表彰等
　　　　　・『福祉の作文』発表（小・中学生）
　　　　　・福祉協力校の活動発表
　　　　　・福祉講演会　ほか

「玉城町社会福祉大会」開催　平成25年2月11日（祝・月）

場　　所　玉城町保健福祉会館

「笑顔」

き り と り

　
10
月
7
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
町
民
体
育
祭

の
準
備
係
を
手
伝
う
イ
ベ
ン
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
ね
ら
い
は
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
を
手
伝

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
役
に
立
つ
こ
と
を

学
び
ま
す
。参
加
者
は
、4
名
。

　
子
供
た
ち
は
、競
技
で
使
う
準
備
物
を
出
し

た
り
、
片
づ
け
た
り
、
係
の
方
の
指
示
に
従
い

な
が
ら
、
競
技
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
よ

う
良
く
動
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
会
場
内
を
回
り
、

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の

呼
び
か
け
も
行
い
ま
し

た
。参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
は
、人
の
役
に

立
て
た
喜
び
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。

　
ホ
ッ
と
サ
ー
ク
ル
は
日
頃
の
介
護
疲
れ
の
予

防
・
解
消
を
目
的
と
し
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
で

す
。今
回
は
福
祉
用
具
の
販
売
・
レ
ン
タ
ル
等
を

さ
れ
て
い
る
福
祉
用
具
業
者
の
ケ
ア
フ
ィ
ッ
ト

さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
福
祉
用
具
に
つ
い
て

の
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。　
実
演
を
交
え
て
の

説
明
、
福
祉
用
具
体
験
、
そ
し
て
介
護
食
の
試
食

な
ど
、
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
出
来
、
参
加
者
は
、

詳
し
く
楽
し
く
勉
強
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
い
つ
も
の
懇
談
会
。日
頃
の
想
い
を

話
し
合
い
、共
有
し
、ホ
ッ
と
一
息
つ
け
る
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

ホ
ッ
と
サ
ー
ク
ル（
介
護
者
の
つ
ど
い
）

ホ
ッ
と
サ
ー
ク
ル

ホ
ッ
と
サ
ー
ク
ル（
介
護
者
の
つ
ど
い
）

（
介
護
者
の
つ
ど
い
）

町
民
体
育
祭
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
活
動

　
　
　
〜
小
学
生
福
祉
体
験
教
室
〜

え　　がお

本人が創作した未発表のものに限ります

昨
年
の
様
子



元気ですたまき委員会元気ですたまき委員会元気ですたまき委員会元気ですたまき委員会 ふ だんの  く らしの  し あわせ

　お香典返しをする代わりに、故人の遺志を社会福祉のために役立てたいとの
思いを寄附という形で受け付け、社会福祉協議会が行う地域福祉活動事業の
財源とさせていただくものです。
　地域の福祉向上のために使用し、弔問者への謝意に変えさせて頂きます。

香典返しを地域福祉にお役立ていただいてはどうですか

ご寄附ありがとうございました。

心配ごと相談 心配ごと相談 

毎月10日、20日、30日 

玉城町保健福祉会館で 予約不要 

相談員　民生児童委員、人権擁護委員、行政相談員

身近な

13：00～15：00
7月 ～ 9月

　今年度設立した防災・災害ボランティアは、現在毎月１回定例会の形で、勉強会や
意見交換を行っています。
　防災倉庫や水源地など公共施設の説明を町の担当者
から聞き、防災の現状について見学を行ったり。
　また、田丸小学校 PTA の夏休み行事では、防災の勉
強会が取り入れられ、「物干し竿と毛布を使った担架作り」
などの体験の時間をお手伝いしました。

　ボランティアとしてどのような事が出来、お手伝いして行けるのか、手探りしな
がら進めているところです。

　今年度は、コミュニケーションアップの啓発活動として、上記のネー
ミングを合言葉にハイタッチを町のイベントで展開しています。
　これまでに、8月 4日㈯に行われた商工会夏まつり、10月 7日㈰
に開催された第５７回玉城町民体育祭で、取り組んできました。
　夏まつりでは、来場者とハイタッチ。小さい子どもから大人の方ま
で多くの方が参加いただきました。
　体育祭では、プログラムの中で、小学生を対象に、フラフープを使ったイス取りゲームを行いました。
フラフープの中に、２人ずつが入り、入った者同士でハイタッチを行い、町長や教育長・教育委員長と子ど
もたちがふれ合う一場面もありました。　
　『手をあげて　しあわせハイタッチ！』ハイタッチは、みんなを自然と笑顔にさせます。10月28日（日）
アスピア玉城秋まつりの会場でも行う予定です。

　10月1日から、全国一斉に赤い羽根共同募金が展開されています。
　玉城町でも2日に街頭募金を町内４か所で実施し、６０，６５２円の募金が寄せられました。
　昨年度より多くの募金をお寄せいただき、通勤、通学中また買い物に来
られた足を止めてご協力いただきありがとうございました。
　また、12月22日㈰には、「歳末たすけあい運動」の街頭募金を予定して
おります。集められた募金は、歳末事業（ひとり暮らし高齢者安否確認事
業）に活用されます。あたたかいご支援、ご協力よろしくお願い致します。
　
※自治区のみなさまにご協力をお願いしている募金については、後日改めて報告します。

防災・災害ボランティアグループ

匿名 様 ・・・・・・・・・・・・・・・2,454円

社協相談窓口ご案内

赤い羽根共同募金≪街頭募金ありがとうございました≫

～手をあげて　しあわせハイタッチ！～

商
工
会
夏
ま
つ
り




